
【歴史】第４章「近世の日本と世界」（Ｐ８３～１２６）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑬

２年 氏名（ ）

【経済の成長と幕政改革 ⑤】 （教科書Ｐ１２０～１２１）

① 江戸時代に生まれた新しい学問で、職業のほ ①

こりや生活道徳を説いた学問は何か。

② 奈良時代以前の日本人の精神を明らかにしよ ②

うとする学問は何か。

③ ②の学問を研究し、「古事記伝」を著した人物 ③

は誰か。

④ 西洋の学問をオランダ語で研究した学問を何 ④

というか。

⑤ ④の学問のうち、オランダ語の人体解剖書を ⑤

翻訳した人物を、１人挙げなさい。

⑥ ⑤によって翻訳され、出版された本は何か。 ⑥

⑦ 発電機や寒暖計などを製作し、うなぎが売れ ⑦

ないことから「土用の丑の日」を決めたとさ
ど よ う う し

れる人物は誰か。

⑧ 全国を測量して、「大日本沿海輿地図」という ⑧
だ い に つ ぽ ん え ん か い よ ち ず

正確な日本地図をつくった人物は誰か。



⑨ １９世紀には、幕府政治や世の中を風刺し、 ⑨
文化

皮肉やこっけいで、江戸を中心とした町人文

化が栄えた。この文化を何というか。

⑩ ⑨の文化のうち、下の浮世絵は「富嶽三十六 ⑩
ふ が く

景」の１つである。これを描いた人物は誰か。

⑪ ⑨の文化のうち、下の浮世絵は「東海道五十 ⑪

三次」の１つである。これを描いた人物は誰

か。

⑫ 民衆が「読み・書き・そろばん」を習うため ⑫

に開かれたものは何か。

⑬ 各地の藩で、武士の子弟を教育するために設 ⑬

立されたものは何か。


